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　真新しいランドセルとおなじみの黄色い帽子を
身に着けた新一年生の姿が、春の訪れを感じさせ
ていた。入学式では緊張した表情を見せながらも、
元気よく、大きな声で「はい！」、「ありがとうご
ざいます！」と、元気いっぱい。新たな門出に立っ
た新一年生たちは、これから始まる学校生活と新
たな出会いに心を躍らせていた。
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平
成
29
年
度

当
初
予
算

　

平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般

会
計
は
96
億
６
、１
３
６
万
円
で
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
て

７
億
４
６
１
万
円
の
増
（
７
・
９
%
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
の
人
口

な
ど
に
基
づ
い
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
最
も
多
く
、
総
額

の
47
・
４
％
を
占
め
る

41
億
２
、５
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か

国
・
県
支
出
金
や
町
債
を

合
わ
せ
た
依
存
財
源
は

75
億
９
、２
２
６
万
円
と

な
り
、
予
算
全
体
の
81
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
町
税
は

13
億
２
、
１
４
９
万
円

で
、
総
額
の
14
・
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

他
の
分
担
金
や
使
用

料
・
手
数
料
な
ど
を
合

わ
せ
た
自
主
財
源
は

20
億
６
、９
１
０
万
円
と

な
り
、
予
算
全
体
の
18
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
入

自
主
財
源

依
存
財
源

一般会計歳入

町税　13 億 2,149 万円（14.3%）

負担金・分担金　7,854 万円（0.9%）

使用料・手数料　6,709 万円（0.8%）

その他　6 億 198 万円（2.9%）

地方交付税　41 億 2,500 万円（47.4%）

国・県支出金　13 億 3,456 万円（17.4%）

町債　17 億 5,650 万円（11.9%）

地方消費税交付金　2 億 5,000 万円（3.0%）

地方譲与税　1 億 500 万円（1.2%）

その他交付金　2,120 万円（0.2%）

財産収入、繰入金
繰越金、諸収入
寄附金（ ）

【自主財源】
町が集める収入

【町税】
町民の皆さんが町に納める税金

【繰入金】
基金などの積立金から取り崩したお金、又は
他の会計から移動したお金

【分担金・負担金】
法令や契約に基づいて町に支払われるお金

【使用料・手数料】
町の施設の使用料や証明書などの交付手数料

【依存財源】
国や県などからの収入

【地方交付税】
所得税など国の税金の一部を、国が県や市町
村に交付する、使い道の指定がないお金

【国・県支出金】
国や県が市町村に交付する、国や県から委託
された事業や特定の工事のために使われるお
金

【町債】
町が国や銀行などから借り入れるお金

衛生費 土木費 農林水産業費 議会費 商工費 災害復旧費 その他

53,736 円
[ ＋ 1,103 円 ]

50,995 円
[ － 11,357 円 ]

24,084 円
[ ＋ 1,056 円 ]

6,327 円
[ ＋ 222 円 ]

3,910 円
[ － 155 円 ]

53 円
[ － 278 円 ]

288 円
[ ＋ 3 円 ]

ごみ処理や健康管
理のため

道路の建設・都市
計画などのため 農林業振興のため 議会活動のため 商工業振興のため 災害復旧対策のため 労働費、諸支出金、

予備費

特
別
会
計

後期高齢者医療 歳入・歳出 4 億 3,840 万円
国民健康保険 歳入・歳出 26 億 6,564 万円
介護保険 歳入・歳出 22 億 9,590 万円
下水道事業 歳入・歳出 4 億 1,899 万円
農業集落排水処理施設事業 歳入・歳出 1 億 1,478 万円
簡易水道事業 歳入・歳出 1 億 0,255 万円
住宅用地造成事業等 歳入・歳出 387 万円
ケーブルテレビ事業 歳入・歳出 3,104 万円

企
業
会
計

病院事業

収益的収入 27 億 6,078 万円
収益的支出 29 億 7,126 万円
資本的収入 4 億 4,854 万円
資本的支出 6 億 7,325 万円

積立基金残高の推移

H24 H25 H26 H27 H28 H29
（当初見込み）

23 億

4,395 万円

28 億

5,736 万円

30 億

8,105 万円

34 億

7,279 万円

34 億

9,971 万円

31 億

6,165 万円

※ H24 ～ 28 年度については 3 月末現在の数値

35
40

（億円）

30
25
20
15
10
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歳
出
で
は
、
町
民
の
福
祉

充
実
の
た
め
の
民
生
費
が

25
億
６
２
８
万
円
と
最
も
多

く
、
総
額
の
27
・
８
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
消

防
や
防
災
対
策
の
た
め
の
消

防
費
が
12
億
７
、１
７
０
万

円
で
12
・
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
町
の
借
入
金

返
済
の
た
め
の
公
債
費

歳
　
出

一般会計歳出

民生費　25 億 628 万円（27.8%）

消防費　12 億 7,170 万円（12.9%）

総務費　11 億 9,228 万円（12.3%）

商工費　6,979 万円（0.8%）

町民 1 人当たりに使われるお金 民生費 消防費 公債費 総務費 教育費

２9 年度
[ 前年比 ]

541,222 円
[ ＋ 47,383 円 ]

140,400 円
[+2,901 円 ]

71,239 円
[+46,439 円 ]

67,176 円
[ ＋ 3,582 円 ]

66,791 円
[ ＋ 5,848 円 ]

56,223 円
[ － 1,981 円 ]

町民福祉のため 消防・防災のため 政府などから借り入れ
た資金の返済のため

庁舎管理・広報発
行などのため 教育振興のため

平成 29 年度当初予算

が
11
億
９
、
９
１
５
万
円
、 

町
の
財
政
や
企
画
な
ど
を
行
う

総
務
費
が
11
億
９
、２
２
８
万

円
、
教
育
と
文
化
の
か
お

る
町
づ
く
り
の
た
め
の
教

育
費
が
10
億
３
６
５
万
円
、 

以
下
、
健
康
づ
く
り
や
ご
み
収

集
な
ど
の
た
め
の
衛
生
費
が

９
億
５
、９
２
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

公債費　11 億 9,915 万円（12.6%）

農林水産費　4 億 2,993 万円（4.7%）

教育費　10 億 365 万円（11.8%）

災害復旧費　94 万円（0.1%）

土木費　9 億 1,031 万円（5.0%）

議会費　1 億 1,294 万円（1.2%）

衛生費　9 億 5,925 万円（10.7%）

その他　514 万円（0.1%）

1世帯当たりでは1,374,109円
前年比　＋102,813円〔 　 〕

※「町民 1 人（1 世帯）あたりに使わ
れるお金」＝「一般会計歳出予算額」
÷「平成 29 年 4 月 1 日現在の町の人
口（世帯数）」

一般会計の主な事業
総務費
夢の森ハイランド施設整備事業 5,849 万円
コミュニティバス運行事業 4,041 万円
過疎地域自立促進特別事業基金積立事業 6,500 万円
★新公会計制度整備事業 543 万円
地域おこし協力隊事業 1,518 万円
地方創生総合戦略事業（ふるさと納税促進及び地域産品 PR 事業） 1,315 万円
地方創生総合戦略事業（プレミアム商品券発行事業） 1,003 万円
地方創生総合戦略事業（子育てアパート等入居費助成事業） 960 万円
地方創生総合戦略事業（多子世帯支援商品券交付事業） 828 万円
民生費
重度心身障がい者医療費給付事業 4,831 万円
自立支援医療費（更生）給付事業 3,304 万円
障がい者自立支援給付事業 3 億 9,774 万円
障がい児通所給付事業 3,857 万円
★五戸町地域福祉計画策定事業 427 万円
★社会福祉センターボイラー更新事業 578 万円
★倉石温泉施設改修事業 302 万円
ひとり親家庭等医療費給付事業 1,627 万円
放課後児童クラブ運営事業 2,915 万円
子どものための教育・保育給付事業
　（保護者負担金 50％軽減、第２子保育料無料化） 5 億 5,410 万円
衛生費
★健康寿命アップ事業 86 万円
各種検診・予防接種事業 7,890 万円
乳幼児医療費給付事業 3,590 万円
農林水産業費
中山間地域等直接支払事業 3,203 万円
農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金事業） 3,050 万円
経営体育成支援事業 1,141 万円
★農村地域防災減災事業（農業用ため池ハザードマップ作成） 80 万円
農道保全対策事業 5,024 万円
一般農道整備事業 1,407 万円
土木費
町道整備事業 2 億 8,883 万円
除雪対策事業 8,499 万円
橋梁補修事業 8,676 万円
★ひばり野公園遊具購入事業 152 万円
町営住宅建設事業 1 億 0,949 万円
消防費
消防団運営事業 5,135 万円
消防自動車購入事業 4,460 万円
★防災行政無線電話応答装置更新事業 400 万円
教育費
教育資金貸付事業 2,700 万円
語学指導外国青年招致事業（３名） 1,663 万円
特別支援教育支援員配置事業 2,008 万円
スクールバス運行事業 5,713 万円
歴史民俗資料保存展示施設設置準備事業 9,904 万円
★五戸代官所改修事業 1,024 万円
★五戸ドームルームランナー購入事業 138 万円
学校給食地場産物活用推進事業 300 万円
★印は、新規事業
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　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れの大きな原因になっています。町では、生活排水対策
に積極的に参加してもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。

問役場建設課　上下水道班　☎ 62 － 2111 内線 245・246

　

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
28
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

　

下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
誰
も
が
利
用
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と
い

う
限
ら
れ
た
地
域
の
人
し
か
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
人
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

　

供
用
開
始
区
域
内
の
家
庭
・
事

業
所
な
ど
に
は
、
台
所
や
浴
室
、

洗
濯
な
ど
の
汚
水
を
直
接
公
共
下

水
道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
を

１
年
以
内
に
設
置
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ
は
３
年
以

内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
町
が
指

定
し
た
「
指
定
工
事
店
」
で
な
け

れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
次
ペ
ー

ジ
の
指
定
工
事
店
一
覧
表
を
参
考

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
上
下
水
道
班

☎
62

－

2
1
1
1

　
　
　
　

内
線
2
4
5
・
２
４
６

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
と
は

け
る
人
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　

負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土
地
の
面
積

１
㎡
当
た
り
４
０
０
円
を
乗
じ
て

算
出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ
の
土
地

に
対
し
て
一
度
限
り
で
す
。
５
年

に
分
割
し
、
さ
ら
に
１
年
を
２
期

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

対　象　区　域

字　川原町　他 …　図 1

字　下タノ沢頭 …　図 2

凡　

例

下
水
道
供
用
開
始
区
域
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域

図１

図２

下タノ沢頭

川原町

公共下水道利用に係るお願い　
　近年、各家庭から下水道に汚水以外の水に溶けない固形物等を流し、道路に汚水が
あふれたり家庭まで逆流することがあります。特に水に溶けないティッシュペーパー
の利用が目立ち、家庭内外の配管でつまりや逆流の原因となっています。必ず水に溶
けるトイレットペーパーを使用してください。
　また、家庭ごみ等異物の投棄により下水道本管を詰まらせる行為は下流の方に迷惑
をかけるだけでなく、下水道法第 44 条の規定（施設の機能に障害を与えて下水の排
除を妨害したもの）により罰せられる恐れがありますのでけっして流さない様お願い
いたします。

発泡スチロール容器等

家庭ごみの詰まったマンホール内部
ゴミにより逆流した下水道管路の清掃状況
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公共下水道・浄化槽で住みよい環境を

五
戸
町
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－

０
２
８
２

㈱
野
村
緑
産

62

－

６
０
０
３

村
越
住
設

62

－

４
４
９
８

㈱
山
耕

62

－

５
１
０
１

ル
イ
ケ
設
備

68

－

２
３
３
４

八
戸
市

㈱
葵
工
業

０
１
７
８

－

52

－

２
６
８
８

青
葉
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈲

０
１
７
８

－

43

－

４
７
２
６

㈲
赤
坂
シ
ス
テ
ム

０
１
７
８

－

27

－

４
２
５
５

ア
ク
ア
設
備
㈱

０
１
７
８

－

72

－

１
５
０
０

㈱
朝
日
設
備

０
１
７
８

－

28

－

９
２
７
５

㈲
栄
清
工
業

０
１
７
８

－

35

－
４
８
３
０

㈲
エ
イ
ユ
ー
テ
ッ
ク

０
１
７
８

－

25

－
１
８
８
６

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

０
１
７
８

－
73

－
１
７
５
０

住
宅
設
備
さ
い
と
う

０
１
７
８

－
96

－

１
５
０
２

㈱
サ
カ
モ
ト
ア
ク
エ
ア

０
１
７
８

－

71

－

２
５
０
０

㈱
三
久
工
業

０
１
７
８

－

27

－

６
３
３
３

㈱
三
興
水
道
サ
ー
ビ
ス

０
１
７
８

－

32

－

１
３
７
０

㈲
三
貞　

八
戸
支
店

０
１
７
８

－

23

－

５
０
２
３

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

０
１
７
８

－

43

－

１
８
２
９

㈲
創
水
舎

０
１
７
８

－

22

－

９
９
４
４

㈱
平
設
備

０
１
７
８

－

30

－

１
０
９
２

㈱
テ
ク
ノ
ワ
ー
ク

０
１
７
８

－

23

－

５
４
０
０

東
復
建
設
㈱

０
１
７
８

－

43

－

２
３
５
３

友
住
技
研
工
業
㈱

０
１
７
８

－

80

－

７
５
３
５

㈲
豊
水
興
業

０
１
７
８

－

80

－

７
９
１
４

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

０
１
７
８

－

43

－

３
０
２
４

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

０
１
７
８

－

28

－

８
０
４
０

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

０
１
７
８

－

22

－

５
１
６
７

㈲
西
浦
メ
ン
テ
サ
ー
ビ
ス

０
１
７
８

－

22

－

５
２
１
８

㈲
日
建
設
備

０
１
７
８

－

45

－

８
８
８
９

㈲
八
戸
管
工
業

０
１
７
８

－

43

－

３
９
４
８

八
戸
工
事
㈱

０
１
７
８

－

27

－

３
５
６
８

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

０
１
７
８

－

43

－
５
１
５
５

㈲
日
計
設
備

０
１
７
８

－
31

－
２
８
８
０

㈲
北
桜
水
道
建
設

０
１
７
８

－
82

－

２
１
０
６

㈱
北
奥
設
備

０
１
７
８

－
45

－

７
０
１
１

㈲
マ
ル
ユ
佐
藤
設
備
工
業

０
１
７
８

－

45

－

６
４
０
１

㈱
壬
生
設
備

０
１
７
８

－

71

－

８
６
６
８

㈱
リ
プ
ラ
ス

０
１
７
８

－

38

－

９
３
７
３

若
本
住
宅
設
備
サ
ー
ビ
ス

０
１
７
８

－

72

－

５
６
５
７

そ
の
他
市
町
村

石
亀
燃
料
㈱

０
１
７
９

－

22

－

２
２
１
８

㈲
小
野
寺
水
道
設
備
工
業

０
１
７
６

－

55

－

４
７
８
９

カ
シ
マ
興
業

０
１
７

－

７
６
６

－

８
８
９
９

㈱
上
坂
水
道
工
業

０
１
７
６

－

23

－

１
２
０
５

㈲
県
南
設
備
工
業

０
１
７
６

－

22

－

６
２
０
４

小
坂
建
設
工
業
㈱

０
１
７
８

－

78

－

３
３
２
２

桜
田
設
備
工
業
㈱

０
１
７
６

－

23

－

３
８
８
９

㈲
三
共
設
備
工
業

０
１
７
６

－

56

－

５
３
０
７

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

０
１
７
９

－

22

－

３
１
４
１

創
研
プ
ラ
ン
ナ
ー

０
１
７
６

－

27

－

２
３
２
２

㈲
田
中
水
道
工
業
所

０
１
７
６

－

53

－

５
９
５
３

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

０
１
７
６

－

23

－

１
０
４
２

友
住
設
備
工
業
㈱

０
１
７
６

－

23

－

１
７
４
８

十
和
田
水
道
設
備
㈱

０
１
７
６

－

23

－

０
０
０
２

㈲
十
和
田
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
０
１
７
６

－

23

－

０
４
２
４

中
沢
水
道
設
備
工
業
㈱

０
１
７
６

－

22

－

３
６
９
５

中
村
設
備

０
１
７
８

－

88

－

５
６
４
３

㈲
西
舘
設
備
工
業

０
１
７
６

－

57

－

４
３
５
５

㈲
日
研
設
備

０
１
７
６

－

55

－

４
７
５
２

㈱
松
本
工
務
店

０
１
７
８

－

76

－

２
６
２
３

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５

－

52

－

２
３
７
５

㈱
三
浦
設
備
工
業

０
１
７
６

－

23

－

５
３
９
８

㈱
宮
本
農
機

０
１
７
８

－

75

－

１
０
０
０

㈱
村
下
建
設
工
業

０
１
７
８

－

78

－

３
３
１
１

㈲
村
中
水
道
設
備

０
１
７
６

－

72

－

２
６
５
２

㈲
吉
田
設
備

０
１
７
６

－

55

－

２
５
１
６

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の

整
備
済
み
区
域
を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限

と
し
ま
す
。

住
宅
延
べ
面
積

人
槽
区
分
補
助
上
限
額

130
㎡
未
満

5
人
槽
相
当
18
万
6
千
円

130
㎡
以
上

7
人
槽
相
当
21
万
9
千
円

台
所
及
び
浴
室
が
2
か
所
以
上（
2
世
帯
）
10
人
槽
相
当
27
万
6
千
円

●
申
請
の
受
付
期
間

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
２
月
28
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽
工
事

業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
役
場
建
設

課
（
上
下
水
道
班
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
の
届
け
出

工
事
着
工
前
に
青
森
県
知
事
へ
届
け
出
が

⇦

必
要
で
す
。

補
助
金
申
請

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

役場建設課

⇦

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知

工
事
の
着
工

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⇦

※
設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

工
事
の
完
了

③
実
績
報
告
書
の
提
出

⇦

④
補
助
金
確
定
通
知

補
助
金
請
求

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

⇦

補
助
金
交
付

⑥
銀
行
口
座
振
込
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八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す

　

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の

具
体
的
取
り
組
み
が
始
ま
る
に
あ

た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
に
策
定
さ
れ
た
64
の

事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想

　

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
と
は
、

地
域
に
お
い
て
、
相
当
の
規
模
と

中
核
性
を
備
え
る
圏
域
の
中
心
都

市
が
近
隣
の
市
町
村
と
連
携
し
、

「
経
済
成
長
の
け
ん
引
」「
高
次
都

市
機
能
の
集
積
・
強
化
」「
生
活

関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
も

一
定
の
圏
域
人
口
を
有
し
活
力
あ

る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の

拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、国
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
も
、
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
向

け
た
取
組

　

連
携
中
枢
都
市
圏
の
中
心
都
市

は
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
で
あ

る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、

八
戸
圏
域
に
お
い
て
は
、
平
成
29

年
１
月
１
日
の
八
戸
市
の
中
核
市

移
行
後
速
や
か
に
、
現
在
の
定
住

自
立
圏
か
ら
連
携
中
枢
都
市
圏
へ

移
行
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
８
市

町
村
（
八
戸
市
・
三
戸
町
・
五
戸

町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階
上
町
・

新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）
に
お
い

て
協
議
・
検
討
し
ま
し
た
。

■
連
携
中
枢
都
市
宣
言

　

連
携
中
枢
都
市
宣
言
は
、
連
携

中
枢
都
市
圏
を
形
成
す
る
上
で
、

最
初
の
手
続
き
と
な
る
も
の
で
、

圏
域
の
中
心
と
な
る
市
が
、
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
に
基
づ
い
て
、

圏
域
全
体
の
将
来
像
を
描
き
、
経

済
を
け
ん
引
し
、
住
民
全
体
の
暮

ら
し
を
支
え
る
役
割
を
担
う
意
思

を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

　

八
戸
市
で
は
、
平
成
29
年
１

月
４
日
、
八
戸
市
公
会
堂
に
お

い
て
、
８
市
町
村
の
関
係
者
約

５
０
０
名
が
集
ま
る
中
、
中
核
市

移
行
式
を
開
催
し
、
式
典
に
引
き

続
き
、
八
戸
市
長
が
連
携
中
枢
都

市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

■
連
携
協
約
の
締
結

　

平
成
29
年
３
月
22
日
に
、
八
戸

市
・
三
戸
町
・
五
戸
町
・
田
子
町
・

南
部
町
・
階
上
町
・
新
郷
村
・
お

い
ら
せ
町
の
８
市
町
村
の
首
長
が

一
堂
に
会
し
た
「
八
戸
圏
域
連
携

中
枢
都
市
圏
連
携
協
約
調
印
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
連
携
協
約
と

は
、
圏
域
全
体
の
経
済
を
け
ん
引

し
、
圏
域
の
住
民
全
体
の
暮
ら
し

を
支
え
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
に
お
け
る
議
会
の
議
決
に
基

づ
き
、連
携
中
枢
都
市
（
八
戸
市
）

と
連
携
町
村
が
１
対
１
で
締
結
す

る
も
の
で
す
。

■
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン

　

連
携
協
約
締
結
の
同
日
（
平
成

29
年
３
月
22
日
）
に
、「
地
域
の

個
性
が
輝
き 

自
立
し
た 

八
戸
圏

域
」
を
将
来
像
と
し
、
圏
域
の
基

本
目
標
や
連
携
事
業
毎
の
成
果
指

標
を
定
め
た
、
八
戸
圏
域
連
携
中

枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
圏
域
の
産
学
金
官

民
の
関
係
者
で
構
成
す
る
八
戸
圏

域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
懇

談
会
に
お
い
て
、
検
討
を
重
ね
て

き
た
も
の
で
、
平
成
29
年
４
月
よ

り
、
連
携
事
業
を
８
市
町
村
で
推

進
し
ま
す
。

■
「
愛
称
」
と
「
ロ
ゴ
」

　

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
で

は
、
圏
域
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の

圏
域
住
民
の
皆
様
か
ら
、
形
成
す

る
意
義
を
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
連
携
す
る
取
り
組
み
等
を
、

周
知
・
広
報
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
、
親
し
み
や
す
さ
や
、

呼
び
や
す
さ
等
を
考
慮
し
、
圏
域

の
愛
称
と
ロ
ゴ
を
定
め
ま
し
た
。

　
「
八
戸
都
市
圏
」
と
は
、
圏
域

の
正
式
名
称
で
あ
る
八
戸
圏
域
連

携
中
枢
都
市
圏
の
略
称
で
あ
り
、

「
ス
ク
ラ
ム
８
」
と
は
、
圏
域
８

市
町
村
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
連

携
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
ス
ク
ラ
ム

と
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ス
ク
ラ
ム
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、「
一
丸
と

な
っ
て
連
携
し
、
同
じ
目
的
に
向

か
っ
て
ひ
と
つ
の
方
向
を
向
い
て

い
る
状
態
」
を
表
す
言
葉
と
し
て

採
用
し
た
も
の
で
す
。

※
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
役
場
企
画
振
興

課
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

特集　八戸圏域連携中枢都市圏

左
か
ら
：
横
田
新
郷
副
村
長
、
工
藤
南
部
町
長
、 

三
浦
五
戸
町
長
、小
林
八
戸
市
長
、松
尾
三
戸
町
長
、 

山
本
田
子
町
長
、
浜
谷
階
上
町
長
、
三
村
お
い
ら
せ

町
長
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役　　割
連携施策

事　　業
1 圏域全体の経済成長のけん引（22 事業）

a 産学金官民一体となった圏域の経済成長等の推進
体制の整備（１事業）
1 八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会運営事業

b
産業クラスターの形成、イノベーション実現、新
規創業促進、地域の中堅企業等を核とした戦略産
業の育成（６事業）
2 テレマーケティング関連産業立地促進費補助金
3 成長産業立地等支援事業補助金
4 産学官共同研究開発支援事業
5 革新的ものづくり企業連携促進事業
6 研究開発型企業育成モデル事業
7 はちのへ創業・事業承継サポートセンター事業

c 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大（13 事業）
8 他地域連携ビジネスマッチング促進事業
9 地場産品の販路拡大事業
10（仮称）マチニワ・マルシェ
11 ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ
12 海外販路拡大事業
13 求人・求職情報等無料ウェブサイト運営事業
14 地域事業所人材獲得等支援事業
15 企業誘致セミナー開催事業
16 農業情報提供事業
17 新規就農者向け支援施策の情報発信体制の一元化
18 農作業マッチング制度構築事業
19 南郷そば振興センター共同利用事業
20 畜産業及び畜産関連産業振興事業

d 戦略的な観光施策の展開（２事業）
21 八戸広域観光戦略推進事業
22 グリーン・ツーリズム推進事業

2 高次の都市機能の集積・強化（12 事業）
a 高度な医療サービスの提供（３事業）

23 ドクターカー運行事業の充実・強化
24（仮称）八戸市総合保健センター整備事業
25 高度医療従事者育成事業

b 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築
（６事業）
26 八戸圏域公共交通計画推進事業
27 美術館運営事業
28 八戸ポータルミュージアム事業
29 ブックセンター事業
30 屋内スケート場運営事業
31 多賀多目的運動場運営事業

c 高等教育機関等と連携した地域の人材育成（３事業）
32 ｅコマース人材育成事業
33 学生まちづくり助成金制度
34 学官連携地域シンクタンク

役　　割
分　　野

連携施策
事　　業

3 圏域全体の生活関連機能サービスの向上（30 事業）
A 生活機能の強化に係る政策分野（25 事業）

医療体制の充実（４事業）
35 医師派遣事業
36 ドクターカー運行事業
37 救急・母子周産期医療に関する医療人材育成事業
38 周産期医療体制周知事業

子育て支援の充実（５事業）
39 一時預かり保育事業
40 ファミリーサポートセンター事業
41 子育てつどいの広場事業
42 子育てサロン支援事業
43 地域子育て支援拠点事業

高齢者福祉の充実（４事業）
44 高齢者福祉合同研修会等の開催
45 あんしんカード事業
46 救急医療情報キット配布事業
47 成年後見制度利用促進事業

障がい者福祉の充実（２事業）
48 障がい者福祉合同研修会等の開催
49 障害支援区分判定審査事務の共同実施

中小企業従事者の福祉向上（１事業）
50 勤労者福祉サービスセンター事業

消費者支援の充実（１事業）
51 消費生活に係る意識啓発・相談体制の充実・強化

社会教育の充実（２事業）
52 生涯学習情報提供事業
53 図書館相互利用事業

学校教育の充実（１事業）
54 広域的体験学習支援事業

高等学校の地域活動促進（１事業）
55 高校生地域づくり実践プロジェクト

スポーツ活動の機会の充実（１事業）
56 氷都八戸パワーアッププロジェクト

不法投棄の防止（１事業）
57 不法投棄防止事業

安全・安心なまちづくりの推進（２事業）
58 安全・安心情報発信事業
59 福祉避難所の設置及び圏域での相互利用

B 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野
（２事業）
地域内外の住民との交流・移住促進（２事業）

60 移住・交流推進事業
61 縁結び支援事業

C 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野
（３事業）
圏域内市町村職員の育成（１事業）

62 職員の合同研修の開催
女性の活躍促進（１事業）

63 女性チャレンジ講座開催事業
ＮＰＯ等の活動促進（１事業）

64 市民活動サポートセンターの運営

特集　八戸圏域連携中枢都市圏

連　携　協　約　事　項　一　覧
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主 な 出 来 事

■
新
入
学
児
童
に
文
具
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

匿
名
で
頂
い
た
10
万
円
貯
ま
る

本
の
寄
付
金
で
、
新
入
学
児
童
向

け
に
文
具
セ
ッ
ト
を
購
入
し
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
贈
呈
し

ま
し
た
。

五
戸
町
内　

入
学
式
！！

　

４
月
７
日
（
金
）、
五
戸
町
内

の
各
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
の
安
全
を
守
り
ま
す
！！

　

４
月
４
日
（
火
）、
五
戸
警
察

署
に
お
い
て
交
通
安
全
指
導
隊
決

起
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
起
大
会
当
日
は
五
戸
管
内
の
死

亡
事
故
ゼ
ロ
４
５
７
日
目
、
特
殊
詐

欺
発
生
ゼ
ロ
１
０
９
５
日
目
で
、
ど

ち
ら
も
継
続
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
気
の
引
き
締

め
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

五
戸
警
察
署
の
兼か
ね
ひ
ら平
正ま
さ
み美
署
長

は
「
な
ぜ
運
転
手
を
ド
ラ
イ
バ
ー

と
呼
ぶ
か
？
そ
れ
は
自
分
の
心
の

ネ
ジ
を
常
に
し
め
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
で
あ

る
」
と
激
励
。
交
通
事
故
を
無
く

す
に
は
「
自
分
を
見
つ
め
な
お
す

こ
と
が
必
要
不
可
欠
」
と
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
地
域
一
丸
と

な
っ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
む
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度　

五
戸
小
学
校

卒
業
を
祝
う
会

　

３
月
17
日
（
金
）
に
ア
ピ
ル
五

戸
を
会
場
と
し
て
「
五
戸
小
学
校

卒
業
を
祝
う
会
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
父
の
会
が
主
体
と
な
り
、
和
太

鼓
の
演
奏
を
披
露
。
こ
と
の
始
ま

り
は
、
参
観
日
に
保
護
者
か
ら

西に
し
づ
か塚
繭ま
ゆ
こ子
教
諭
に
「
和
太
鼓
を
演

奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
、
切

り
出
し
た
の
が
始
ま
り
。
メ
ン

バ
ー
は
６
年
生
の
保
護
者
（
父
の

会
）、
校
長
先
生
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
教

職
員
で
構
成
さ
れ
、
和
太
鼓
経
験

者
は
西
塚
教
諭
の
み
で
し
た
。

　

２
月
７
日
か
ら
毎
週
１
回
の
練

習
に
加
え
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、

演
奏
を
完
成
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

演
奏
し
た
曲
は
「
祝
い
太
鼓
」
と

い
う
西
塚
教
諭
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

で
し
た
。

　

緊
張
の
和
太
鼓
演
奏
を
終
え
た

父
の
会
代
表
の
丸ま
る
や
ま山
忠た
だ
しさ
ん
は
、

「
何
か
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
に

残
る
よ
う
な
こ
と
が
し
た
か
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
思

い
出
と
し
て
残
っ
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
演
奏
を
観
て
卒
業
生
で

あ
る
丸ま
る
や
ま山
遥は
る
かさ
ん
は
、「
お
父
さ

ん
が
和
太
鼓
の
練
習
か
ら
帰
っ
て

き
て
、
汗
を
か
き
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
見
て
き
た
。
今
日
の

演
奏
を
聴
い
て
お
父
さ
ん
が
と
て

も
か
っ
こ
よ
く
見
え
た
」
と
ニ
ッ

コ
リ
笑
顔
。

　

和
太
鼓
メ
ン
バ
ー
の
思
い
は
、

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
届
い
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
学
児
童
は
五
戸

小
学
校
71
名
、
切
谷
内
小
学
校
９

名
、
上
市
川
小
学
校
16
名
、
倉
石

小
学
校
20
名
の
総
勢
１
１
６
名
。

少
子
化
の
影
響
も
あ
り
新
入
生
の

受
入
数
は
年
々
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
入
生
は
そ
れ
を
感
じ

さ
せ
な
い
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

■
人
材
育
成
基
金

　

稲い
な
む
ら村
幸ゆ
き
お男
様
よ
り
、
人
材
育
成

金
と
し
て
３
万
円
を
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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五戸ケーブルテレビについてのお知らせ

①ケーブルテレビ利用料の納入期限は５月末日です。

②ケーブルテレビ設備の移転・脱退は加入者負担が発生します。

③ケーブルテレビ利用料の納め忘れにご注意ください。

④利用料の免除について

ケーブルテレビに関するお問い合わせについて

　ケーブルテレビ利用料の支払方法は、原則として５月末日を納入期限とし、口座振替でのお支払いと
なります。まだ口座振替の手続きをされていない方は、最寄りの指定口座の金融機関で早めに手続きを
お願いいたします。

※手続きには日数を要するため、口座振替が間に合わない場合があります。手続きをさ
れても納付書兼利用料決定通知書が届いた場合は、大変お手数ですが納付書兼利用料
決定通知書での納付をお願いいたします。

【ケーブルテレビ利用料の算出方法】
　引込１件につき、年間 3,600 円（月額 300 円）：年度額一括先払い

※中途加入については月割りにて利用料を算出し、役場庁舎・各支所などにおいて納付
書で納付することとなります。

　新築（建替え）やリフォームなどにより光ケーブル設備を一時的に取り外す必要がある場合、もしく
は取壊しなどにより光ケーブル設備を撤去する場合には、役場企画振興課への届け出が必要となります。
　また、各工事には加入者負担（新設：６万円、移転：10 万円程度、撤去：３万円程度　※工事条件
により変動）が発生します（工事費の２／３）ので、光ケーブル設備の加入・移転・脱退をお考えの方は、
加入者負担をご了承の上、役場企画振興課へ届け出をしてください。
　　　　例）【移転】移設工事費が１４９, ０４０円の場合　⇒　加入者負担 9 ９, ３６0 円
　　　　　　【脱退】撤去工事費が　４１, ０４０円の場合　⇒　加入者負担 ２７, ３６０円

　ケーブルテレビ利用料は視聴料としてのお支払いではなく、光ケーブルや放送設備の維持管理を含め
た利用料として、加入者の皆さまよりお支払いいただくものです。
　ケーブルテレビ利用料を納期限より３か月以上経過しても納付されない場合には、利用停止などを受
けることもありますので、納め忘れなどにご注意ください。
　※口座振替の再振替は実施しておりませんので、残高不足にご注意ください。

また、振替できなかった場合は、役場庁舎・各支所などにおいて納付書で
納付することとなります。

　※納付方法については、５月上旬頃に加入者の皆さまへ郵送します『五戸ケー
ブルテレビ利用料決定通知書（はがき型）』をご確認ください。

　※口座振替のお手続きをされていない方への利用料決定通知書は、納付書を
兼ねた様式です。通知書が届きましたら、内容を確認し切り離さずそのま
ま金融機関等へご持参の上、納付してください。口座振替のお手続きをさ
れた方には、利用料決定通知書（口座振替のお知らせ）が届きます。

生活保護などの公的扶助を受けている世帯などの利用料は、次の条件を満たすことで免除となります。
◇「町民税非課税世帯」であること…前年度の町民税について、設備を利用している建物等の世帯全員

が非課税である世帯

●ケーブルテレビの申込みや移転、休止、脱退、利用料等　各種問い合わせ先
五戸町役場　企画振興課　　℡ 0178-62-2111（受付時間：平日の午前 8 時 15 分～午後 5 時）

●ケーブルテレビが映らない・受信状況が悪いなどの連絡先
ケーブルテレビ保守受付　※五戸ケーブルテレビ専用の保守連絡先（フリーダイヤル）です。
  　0120 － 506 － 016（受付時間：24 時間 365 日）
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救急病院 6 月 1 日より、受付時間が変わります。受付時間 7：30 ～ 11：00

内科・外科・産婦人科・脳神経外科は、毎週土曜日休診です。敷 地 内
全 面 禁 煙

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
企
画
振
興
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

<

川
柳>

ふ
る
さ
と
の
片
隅
安
楽
椅
子
が
あ
る

藤
田
雪
魚（
川
原
町
）

今
と
言
う
時
を
大
事
に
道
を
行
く

藤
田
雪
魚（
川
原
町
）

春
が
来
て
水
路
浚
渫
田
植
え
来
る

本
田
昭
雄（
又

重
）

<

短
歌>

手
折
り
来
し
青
椿
の
芽
紅べ
に

ま
し
て

　

春
を
告
げ
る
か
弥
生
の
三
日

畑
山　

房
子（
中

市
）

は
な
や
ぎ
て
水
栽
咲
き
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

　

玄
関
口
で
こ
こ
だ
け
が
春

藤
村　

ナ
ヲ（
鍜
冶
屋
窪
）

新
学
期
春
の
書
店
の
ひ
と
と
こ
ろ

　

ま
ぶ
し
く
並
ぶ
辞
書
参
考
書

遠
藤
加
奈
子（
博
労
町
）

ぢ
ぢ
と
ば
ば
炊
事
洗
濯
ま
ゝ
な
ら
ず

　

耳
は
不
自
由
会
話
は
と
ぎ
れ

田
代
十
志
男（
上
市
川
）

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 29 年 5 月 1 日現在

救急指定病院
問 五戸総合病院　☎６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ ○ ○ ○

安 藤 敏 典 院 長 ○
新 井 田 修 久 院 長 代 理 ○ ○ ９：００～消化器検査 ○午後消化器検査
岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
田 口 順 科 長 ○ ○ ○ ○
佐 藤 和 則 科 長 ○ ○午後消化器検査 ○ ９：００～消化器検査 ○
八戸市民病院 救命救急センター ○※第 4 のみ ○
応 援 医 師 弘 前 大 学 ９：００～消化器検査

【糖尿病外来】崎 原　 哲 労 災 病 院 ○ 5/6 予約制
【糖尿病外来】松 橋 昭 夫 公立置賜長井病院 ○ 5/12・26 予約制
【循環器内科】三 浦 昌 人 東北大学教授 ○ 5/2・23 予約制 ○ 5/31 予約制 ○ 5/12・19 予約制
外 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ 午後　乳腺・甲状腺外来

安 藤 敏 典 院 長 ○ ○
佐 藤 龍 一 郎 医 長 ○ ○

【 泌 尿 器 科 】応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 5/12・19・26
産 婦 人 科 井 戸 川 敏 彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 東 北 大 学 ○ 5/19・26
小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 5/18 9:30 ～
整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 労 災 病 院 ○ 5/6・20
脳 神 経 外 科 深 瀬 栄 一 医 療 局 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○ 5/13・20・27 予約
耳鼻いんこう科 袴 田 真 理 子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 5/6・20
皮 膚 科 応 援 医 師 東 北 大 学 ○９：００～ ○９：００～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…【受付時間】7:30 ～ 11:30
○耳鼻いんこう科（火曜日・木曜日）………【受付時間】7:30 ～ 11:00
○第１・３・５土曜日（初診・再診）………【受付時間】7:30 ～ 11:00
○糖尿病外来（第１土曜日）…………………【受付時間】7:30 ～ 10:00
○糖尿病外来（５月１２・２６日）…………【受付時間】7:30 ～ 14:00
○診療等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
○第２・４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間：15:00 ～ 16:30
　（ただし、健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

※ただし急患はこの限りではありません。

最新式マンモグラフィ装置を導入
　五戸町健診センターでは、健診の普及と乳がんの診断
能力向上を目指し、最新式マンモグラフィ装置を導入し
ました。女性の視点で考えられたデザインの採用や機能
により、受診される人にとても優しい装置です。
　当健診センターでは女性の放射線技師も撮影に加わっ
ており、受診しやすい環境を整えています。比較的柔軟
性に優れる素材で作られた圧迫板が、優しく圧迫する機
能が備わっているので、撮影時の圧迫による痛みが、よ
り軽減されています。
　また、国の指針が改められたため当健診センターでは
今年度から視触診を廃止し、マンモグラフィのみの健診
となりました。

　乳がんは、早期に発見・
治療すれば１０年生存率が
約９０％といわれています。
　ご自身のため、ご家族の
ため、乳がん検診を受けて
みませんか？

問五戸町健診センター
☎ 62 － 5510
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■
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▽
上
級
試
験

　
　

行
政
職　
　
　

三
名
程
度

▽
中
級
試
験

　
　

保
健
師　
　
　

一
名
程
度

▽
初
級
試
験

　
　

一　

般　
　
　

二
名
程
度

■
受
験
資
格

▽
上
級
試
験
（
行
政
職
）

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
大
学
を
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
し
た
方
、
又
は
卒
業
見
込
の
方

▽
中
級
試
験
（
保
健
師
）

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
現
に
保
健
師
の
資

格
を
有
す
る
方
、
又
は
平
成
30
年

６
月
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
方

▽
初
級
試
験
（
一
般
）

　

平
成
23
年
３
月
以
降
に
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
方
、
又
は
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方　

※
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

▽
上
級
試
験

　

平
成
29
年
４
月
21
日
（
金
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

～
６
月
５
日
（
月
）

　

女
性
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
仕
事
に

役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
研
修

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
な

ど
）
と
市
政
に
関
す
る
行
政
講
座

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
講
座
の
期
間

　
平
成
29
年
度
～
平
成
30
年
度
の
２
年
間

■
回
数

　

年
７
回
程
度

■
開
催
日
時

　
原
則
木
曜
の
午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
場
所

　

八
戸
市
庁
内
会
議
室
な
ど

■
対
象

　

年
間
の
受
講
が
可
能
な
20
歳
～

49
歳（
平
成
29
年
５
月
１
日
現
在
）

の
女
性
で
、
次
に
あ
て
は
ま
る
人

▽
八
戸
圏
域
（
八
戸
市
・
三
戸
町
・　
　

五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・

階
上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ

町
）
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
人
又
は
在
住
の
人

■
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

町

職

員

募

集

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
「
女
子
力

向
上
ぜ
み
な
ー
る
」
受
講
者
募
集

雇
用
・
募
集

▽
中
級
・
初
級
試
験

　

平
成
29
年
６
月
12
日
（
月
）　

　
　
　
　

～
７
月
24
日
（
月
）

※
平
日
午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着

◎
試
験
の
期
日
な
ど

■
第
一
次
試
験

▽
上
級
試
験

　

平
成
29
年
７
月
23
日
（
日
）

▽
中
級
・
初
級
試
験

　

平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）

▽
場
所　

　

い
ず
れ
も
青
森
市
内
の
会
場

▽
方
法
及
び
内
容

　

教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
上
級
及

び
中
級
）、
事
務
適
性
、
一
般
性
格

診
断
、
職
場
適
応
性
、
ク
レ
ペ
リ
ン

■
第
二
次
試
験

▽
期
日　

８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

▽
場
所　

五
戸
町
役
場

▽
方
法
及
び
内
容　

論
文
、
面
接

■
受
験
手
続

　

指
定
の
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
・

身
上
書
は
必
ず
自
書
し
、
卒
業
証
明

書
（
卒
業
見
込
証
明
書
）
を
添
え
て

役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
等
は
、
役
場
総
務

課
、
川
内
支
所
、
浅
田
支
所
、

倉
石
支
所
に
あ
り
ま
す
。
五
戸

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

2
1
1
1
  内
線
2
1
1

※
事
業
所
と
し
て
申
込
の
場
合
は

１
事
業
所
に
つ
き
５
人
ま
で

■
受
講
料

　

無
料

※
託
児
あ
り
（
就
学
前
ま
で
）

■
申
込
書

　

五
戸
町
役
場
（
企
画
振
興
課
）、
八

戸
市
市
民
連
携
推
進
課
、
八
戸
市

庁
本
館
・
別
館
案
内
、
南
郷
事
務

所
、
各
公
民
館
、
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。八
戸
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
申
し
込
み
先

　

５
月
９
日
（
火
）
～
５
月
31
日

（
水
）
の
期
間
内
に
申
込
書
を
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
、
電
話
又

は
直
接
八
戸
市
市
民
連
携
推
進
課
へ

※
募
集
受
付
期
間
前
の
申
込
等
は

受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
八
戸
市
総
合
政
策
部

　

市
民
連
携
推
進
課

☎
43

－

９
２
１
７

FAX 

47

－

１
４
８
５

renkei@
city.hachinohe.aom

ori.jp

　

次
の
要
領
で
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
職
種
（
配
属
先
）
お
よ
び

　

採
用
予
定
人
員

五
戸
町
臨
時
的
任
用

職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

一
般
事
務
（
総
務
課
）　

一
名

■
受
験
資
格

▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
方

▽
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
こ
と

（
主
に
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）

■
勤
務
時
間
及
び
勤
務
内
容

　

１
日
７
時
間
45
分
勤
務
、
主
に

窓
口
業
務
・
事
務
補
助　

等

■
任
用
期
間
（
最
長
10
カ
月
間
）

　

平
成
29
年
６
月
１
日
（
木
）
～

　

平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

■
賃
金

　

日
額
６
、１
０
０
円
（
社
会
保

険
・
雇
用
保
険
あ
り
、交
通
費
支
給
）

■
募
集
受
付
期
間

　

平
成
29
年
４
月
10
日
（
月
）
～　

　

平
成
29
年
５
月
12
日
（
金
）

■
受
験
手
続

　

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
登
録
申

請
書
（
様
式
第
２
号
）
及
び
履
歴
書
・

身
上
書
、
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

し
を
添
付
し
て
五
戸
町
役
場
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
を
受
付
後
、
登
録
者
へ
直

接
通
知
し
、
面
接
を
行
う
予
定
で

す
。

問
役
場
総
務
課　

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
１
４



広報ごのへまち・2017-04 12

情報ステーション

　

町
で
は
、
優
れ
た
国
際
感
覚
を

持
つ
人
材
を
育
て
る
た
め
、
国
際

青
少
年
研
修
協
会
が
実
施
す
る
高

校
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
向
け

海
外
研
修
事
業
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
海
外
研
修
先

　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

■
日
程

　

７
月
26
日
～
８
月
16
日

　
　
　
　

９
日
間
～
18
日
間

■
参
加
費

　

33
・
５
～
59
・
８
万
円

※
日
程
、
参
加
費
は
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生

■
補
助
限
度
額

　

参
加
費
の
半
額
（
上
限
25
万
円
）

※
補
助
金
は
、
協
会
へ
の
参
加
料

納
付
前
に
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
申
込
方
法

　

５
月
12
日
ま
で
に
申
請
書
等
を

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

～
海
外
に
興
味
の
あ
る
高
校
生
を
支
援
～

海
外
研
修
支
援
事
業
に
つ
い
て

ま
し
た
。
減
免
申
請
す
る
際
は
、

個
人
番
号
の
番
号
確
認
と
本
人
の

身
元
確
認
（
成
り
す
ま
し
防
止
）

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象

　

障
が
い
者
手
帳
等
所
持
者
１
人

に
つ
き
、普
通
車（
県
税
部
へ
申
請
）

又
は
軽
自
動
車
の
い
ず
れ
か
１
台
。

■
受
付
期
間

　

５
月
24
日
（
水
）
ま
で

■
必
要
書
類
等

▽
障
が
い
者
手
帳
等
（
原
本
）

▽
運
転
す
る
方
の
免
許
証 

▽
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

▽
自
動
車
検
査
証

▽
印
鑑

　

納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
＋
身
元
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

問
五
戸
町
役
場
税
務
課　

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
２
２
～
１
２
４

　

住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
土
地
は
、
固
定
資
産
税
課

税
明
細
書
の
地
目
欄
に
【
住
宅
用

地
特
例
】
と
記
載
が
あ
り
、
そ
の

土
地
の
税
金
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
が
建
っ
て
い
る
の
に
軽

減
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
申
告

　

住
宅
用
地
特
例
措
置
を
正
し
く
適

用
す
る
た
め
に
、
事
務
所
・
店
舗
な

ど
を
改
築
等
に
よ
り
住
宅
に
変
更
し

新
た
に
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
た

と
き
、
又
は
住
宅
の
取
壊
し
に
よ
り

住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
の
土

地
と
し
て
使
用
し
た
と
き
な
ど
、
土

地
や
家
屋
の
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
は
「
住
宅
用
地
等
申
告
書
」
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
土
地
・
家
屋
の
現
況
を
変
更
さ

れ
た
方
は
お
知
ら
せ
を
！

○
土
地
の
登
記
地
目
を
変
更
せ
ず

に
利
用
状
況
を
変
更
し
た
と
き

○
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

は
、
税
務
課
職
員
が
固
定
資
産
税

の
税
額
算
定
の
た
め
家
屋
調
査
を

行
い
ま
す
。
完
成
し
ま
し
た
ら
都

合
の
良
い
日
時
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
所
有
者
立
会
い
の
も
と
家

屋
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
所
有
の
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、
お
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
後
日
、
担
当
職
員
が
現
地
確

認
を
行
い
、
翌
年
度
の
課
税
対
象

か
ら
除
き
ま
す
。

○
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

　

居
宅
か
ら
物
置
へ
な
ど
、
家
屋

の
用
途
を
変
更
し
た
と
き
は
届
出

が
必
要
で
す
。
家
屋
の
課
税
状
況

と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
税
務
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
２
６
～
１
２
８　

教
育
委
員
会
で
決
定
し
た
高
校
生

６
名
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
書
等
は
、
教
育
課
に
あ
り

ま
す
。

▽
研
修
事
業
内
容
・
申
込
み

問
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03

－

６
４
１
７

－

９
７
２
１

URLhttp://w
w

w
.kskk.or.jp/

▽
支
援
事
業
内
容
・
申
込
み

問
役
場
教
育
委
員
会
教
育
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
５
１
４

雇
用
・
募
集

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
又
は

知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ

る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自

動
車
等
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

を
全
額
免
除
し
ま
す
（
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。）。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
申
請
書
に
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
に
な
り

税
金

身
体
障
が
い
者
等
に
対
す
る
軽

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
は
５
月
１
日
（
月
）
発

送
予
定
で
す
。
同
封
さ
れ
た
固
定

資
産
税
課
税
明
細
書
で
今
年
度
の

課
税
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
税
負
担
軽
減

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
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町
で
は
、
次
の
方
々
に
障
が
い

者
相
談
員
業
務
を
委
託
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
や
福
祉
制
度
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　
（
任
期  

平
成
31
年
３
月
ま
で
）

　

手
倉
森　

齊　
☎
77

－

２
４
７
０

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　
（
任
期  

平
成
30
年
３
月
ま
で
）

　

大
西　

一
男　
☎
62

－

３
０
７
０

　

細
田　

豊　
　
☎
77

－

２
９
８
９

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
３
８

■
指
導
農
業
機
械
士
養
成
研
修

　

指
導
農
業
機
械
士
技
能
検
定
試

験
受
験
資
格
の
取
得
及
び
受
験

■
研
修
場
所　

　

青
森
県
営
農
大
学
校（
七
戸
町
）

■
研
修
に
関
わ
る
経
費

▽
農
作
業
安
全
研
修
受
講
者
は
、

研
修
に
使
用
す
る
燃
料
等
の

実
費
相
当
分
３
、０
０
０
円

▽
大
型
特
殊
・
け
ん
引
免
許
受
験

者
は
、
受
験
料
４
、５
０
０
円
、

合
格
し
た
場
合
の
交
付
手
数

料
２
、５
０
０
円

▽
農
業
機
械
士
養
成
研
修
受
講
者

は
、
研
修
に
使
用
す
る
テ
キ

ス
ト
代
２
、０
５
８
円

■
受
講
手
続
き 

▽
運
転
免
許
証
、
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
役
場
農
林
課
へ
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

　

平
成
29
年
５
月
12
日
（
金
）

問
役
場
農
林
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
６
６　

特
に
機
械
作
業
は
基
本
操
作
を
心

が
け
、
安
全
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
の
事
故
を
な
く
そ
う

▽
長
時
間
の
連
続
作
業
を
避
け

て
、
必
ず
作
業
の
合
間
に
十

分
な
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

■
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
防
止

▽
ほ
場
の
出
入
り
の
際
に
は
転
倒
、

転
落
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
安
全
フ
レ
ー
ム
、安
全
キ
ャ
ブ
、シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
機
械
へ
の
巻
き
込
ま
れ
事
故
防
止

▽
機
械
調
整
、
点
検
、
詰
ま
り
除

去
時
に
は
エ
ン
ジ
ン
停
止
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▽
服
装
を
整
え
、
機
械
へ
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
族
や
地
域
の
取
組
み

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
、「
気
を
つ
け
て
」
な

ど
の
声
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
役
場
農
林
課　

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
６
４

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
の

会
員
が
、
こ
れ
ま
で
５
軒
で
農
家

民
宿
を
行
っ
て
い
て
、
大
阪
府
や

神
奈
川
県
の
修
学
旅
行
生
を
宿
泊

さ
せ
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
民
宿
は
、
農
家
で
あ
る
こ

と
が
基
本
条
件
で
、
県
へ
の
許
可

申
請
等
が
必
要
で
す
。

　

許
可
申
請
費
用
に
つ
い
て
は
、

助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
農
林

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
農
林
課　

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
６
４

福
祉

ご

相

談

く

だ

さ

い
！

障

が

い

者

相

談

員

■
農
作
業
安
全
研
修

 

大
型
特
殊
免
許
又
は
、
け
ん
引

免
許
の
受
験
（
い
ず
れ
も
農
耕
作

業
用
自
動
車
限
定
）

■
農
業
機
械
士
養
成
研
修

　

農
業
機
械
士
技
能
検
定
受
験
資

格
の
取
得
及
び
受
験

農
業
機
械
利
用
技
能
者
育
成
研
修

「
家
族
や
地
域
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、

農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。」　
　
　

　

本
格
的
な
農
作
業
が
始
ま
り
忙

し
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
農
作
業

事
故
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

農

作

業

安

全

運

動

農
業

　

農
家
民
宿
と
は
、
農
家
の
方

が
、
自
分
の
家
に
人
を
泊
め
て
、

農
業
体
験
を
提
供
し
、
料
金
を
い

た
だ
く
民
宿
業
の
こ
と
で
す
。

　

五
戸
町
で
は
、
青
森
ご
の
へ
グ

『
農
家
民
宿
』
の
開
業
農
家
募
集

　

五
戸
町
文
化
功
労
賞
受
賞
者
、
黒

沢
節
子
・
藤
村
竹
風
に
よ
る
書
の
二

人
展
を
開
催
し
、
五
戸
町
の
文
化
の

か
お
る
町
づ
く
り
に
寄
与
し
ま
す
。

■
期
日

　

平
成
29
年
６
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

～
７
月
２
日
（
日
）

■
場
所

　

ア
ピ
ル
五
戸　

付
属
建
屋

　

四
季
庵
（
古
民
家
）

■
展
示
時
間

　

10
時
～
18
時（
最
終
日
17
時
ま
で
）

問
ア
ピ
ル
五
戸

☎
62

－

２
０
１
１ お

知
ら
せ

黒
沢
節
子
・
藤
村
竹
風
の
二
人
展

農地の買い手募集

①字八景 56 田 2,984㎡

②字姥堤 186 田 1,991㎡
③大字倉石中市字頭久保 43 － 7 田 10,160㎡
④大字倉石中市字下モ平 6 田 2,563㎡

※買い手には、農業経営面積等の条件（あっせん基準）があります。
■申込期限　平成 29 年 5 月 17 日（水）
問農業委員会事務局　☎ 62 － 2111 内線 273

図書館からのお知らせ

五戸町に関する写真や資料を収集しております。
・いつの時代のものでも構いません。
・貴重な資料の場合は、複写後返却いたします。
　随時受付しておりますので、資料をお持ちの方は
図書館までお越しください。

問五戸町図書館　☎ 61 － 1040
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法
務
局
で
は
、
外
国
語
に
よ
る

人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
電
話
番
号

　

０
５
７
０

－

０
９
０
９
１
１

■
対
応
時
間

　

平
日　

９
時
～
17
時　
（
年
末

年
始
を
除
く
）

■
対
応
言
語

　

中
国
語
、韓
国
語
、英
語
、フ
ィ

リ
ピ
ノ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
及
び

ベ
ト
ナ
ム
語

※
こ
の
電
話
は
、
民
間
の
多
言

語
電
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
に
接
続
の
上
、
管
轄
の
法　
　
　

務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
青
森
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

☎
０
１
７

－

７
７
６

－

９
０
２
４

お

知
ら
せ

外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

農
業
用
水
等
の
水
質
保
全
と
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

農

※

業
集
落
排
水
に
未
接
続
の
人
は

早
期
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
農
村
地
域
の
し
尿
・
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
施
設

■
対
象
地
区　

山
田
、
太
田
、
谷

地
中
、
鎗
水
、
北
向
（
倉
石
）、

宮
台
、
舘
町
、
森
冬
、
古
川
代
、

槍
沢
、
鳥
沼
新
田
、
小
渡
、
向
松

問
役
場
建
設
課　

上
下
水
道
班

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
４
５

上
下

水
道

農

業

集

落

排

水

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

浄化槽を正しく使いましょう
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を
浄化するため、適正な管理が必要です。その
ため、浄化槽法では次のことが義務付けられ
ています。
①定期的な保守点検
②年 1 回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後および年 1 回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、
本来の浄化槽機能が十分発揮されているかを
判定するもので、一般社団法人青森県浄化槽
検査センター（☎017－726－9500）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有
者の変更時などには、八戸環境管理事務所 

（☎ 0178 － 27 － 5111 ㈹）への届出が必要です。
問役場建設課上下水道班
☎ 62 － 2111 内線 245

　

青
森
県
電
気
機
械
器
具
製
造
業

最
低
工
賃
が
平
成
29
年
５
月
１
日

か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
３
品
目
３

工
程
５
規
格
の
最
低
工
賃
額
を
、

１
０
０
単
位
（
本
・
端
子
・
回
・

個
）
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
68
銭
～

青
森
県
電
気
機
械
器
具
製
造
業

最
低
工
賃
改
正
の
お
知
ら
せ

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
（
平
成

28
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
29
年

度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手

続
き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。）
を

行
っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
申
告
・
納
付
期

間
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
等
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
青
森
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
４
５

平
成
29
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

31
円
03
銭
引
き
上
げ
る
（
引
上
率

７
・
66
％
～
７
・
68
％
）
も
の
。

　

詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（http://aom
ori-roudoukyoku.

jsite.m
hlw

.go.jp/

）

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
４

FAX
０
１
７

－

７
３
４

－

５
８
２
１

「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
！
」

そ
ん
な
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

　

八
戸
市
に
あ
る
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
わ
い
ぐ
」
で
は
、
市
民
活

動
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
や
講
座

の
開
催
、
団
体
の
設
立
・
運
営
相

談
の
ほ
か
、
団
体
同
士
や
住
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

る
交
流
会
を
開
催
し
、
市
民
活
動

団
体
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の

形
成
を
機
に
、
平
成
29
年
4
月
か

ら
は
、
五
戸
町
内
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
公
益
的
な
活
動
を

し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
も
登
録

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

団
体
登
録
は
無
料
、
登
録
す
る

と
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
増
え

て
、
さ
ら
に
便
利
に
！

　

見
学
も
随
時
受
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
八
戸
市
市
民
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◆図書館新着Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 19:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 5 月の休館日　1 日、8 日、15 日、22 日、31 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【今月のおすすめ】
果鋭

（黒川博行 / 著　幻冬舎）
右も左も腐れ狸や－。元刑事の名コンビが
マトにかけたのは、パチンコ業界。出玉の
遠隔操作、極道顔負けの集金力、警察との
癒着…。我欲にまみれた 20 兆円産業の闇
を突く。

はるかぜさんぽ
（えがしらみちこ / 著　講談社）
風にのって、おさんぽしよう ! 女の子が春
のおさんぽで出会ったのは、さくら、しゃ
ぼん玉、だんごむし、たんぽぽのわたげ…。
思わず外へ出かけたくなる、季節感たっぷ
りの絵本。

■一般　■ヤングアダルト
どんな時でも人は笑顔になれる （渡辺和子）
父と私 （田中眞紀子）
国際テロリズム　その戦術と実態から抑止まで（安部川元伸）
ドローンが拓く未来の空 （鈴木真二）
さいほうの基本 （ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
お部屋でできる！野菜づくり （中島水美）
宮沢賢治の真実 （今野勉）
媚びない老後 （桐島洋子）
成功者Ｋ （羽田圭介）
Ｍａｓａｔｏ （岩城けい）

■児童
おしえてアドラー先生！ （八巻秀）
ニュートリノの謎を解いた梶田隆章物語 （山本省三）
超巨大ブラックホールに迫る （平林久）
調べてなるほど！花のかたち （柳原明彦）
車いすはともだち （城島充）
家族になる日　のら猫の命をつなぐ物語 （春日走太）
ちびおにビッキ （砂山恵美子）
オバケとキツネの術くらべ （富安陽子）
ミツバチぎんのおくりもの （西本鶏介）
イースターハッピーふっかつの日！（ますだゆうこ）

【五戸ちゃんねる】
～5月の見どころ（予定）～

●平成29年度五戸地方消防連絡協議会観閲式
　五戸町消防団及び新郷村消防
団の日頃の訓練の成果を披露い
たします。勇壮な行進の姿や玉
落とし等の競技の様子をお伝え
します。

※ 4月 14日時点の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、
番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる 11ch）にて
ご確認ください。

　“五戸ちゃんねる”(11ch) は五
戸ケーブルテレビにご加入の全て
の方々に無料で提供しています。
　五戸ケーブルテレビは加入者全
員から集める利用料でその施設の
維持管理を行っております。
　五戸ケーブルテレビの運営につ
いて、ご理解とご協力をお願いし
ます。
　なお、ケーブルテレビ利用料に
はNHK受信料（地上契約又は衛星
契約）・BS受信料等は含まれてお
りません。各自で受信料の契約・
お支払いをお願いいたします。

【問合せ先】
　公益財団法人五戸町スポーツ振興公社
　五戸町スポーツクラブ
　☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

ごのへ★スポーツナビゲーション
★健康体操教室参加者募集
　春、新たなスタートをきる季節。日頃運動不足と感じている方や、健康増進を図りたい方、
簡単な運動から始めてみませんか？
　公社・スポーツクラブでは、下記教室を実施いたします。事前申し込みは必要ありません
ので、お気軽にご参加ください。

教室名

リフレッシュ健康体操教室
座ってらくらく体操[ かんたん健康体操 ] [ スクエアステップ体操 ]

内　容

　簡単なエアロビクスや
筋力トレーニング等を行
います。
　運動不足解消や老化予
防など、健康増進を図り
たい人におススメです。

　マス目を使い、いろい
ろなステップを踏む運動
をします。「歩く脳トレ」
とも呼ばれ、転倒予防や
認知機能向上にも効果的
です。

　足腰に負担をかけずに
椅子に座ったまま、簡単
な運動をします。
　年配の方や、体力に自
信のない方におススメで
す。

日　時
【毎週】火曜日
13：30 ～ 14：30
※初回　5 月 9 日

【隔週】金曜日
13：30 ～ 14：30

※初回　5 月 26 日

【毎週】木曜日
10：30 ～ 11：30

※初回　5 月 11 日
会　場
（町立公民館） 体育センター ストレッチルーム 小ホール

対　象 18 歳以上の方
参加料 1 回　100 円
持ち物 室内シューズ、タオル、飲料水をご持参ください。

※教室についての問合せは、公民館ではなく、下記へお願いします。

★5月休館日
　五戸ドーム：10 日、17 日、24 日、31 日
　※ 1 日～ 6 日は、休まず営業いたします。
　倉石スポーツセンター：17 日
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町 の 人 口
（前月対比）（前月出生数）

男 8,588 人 （ー 54） 3人

女 9,263 人 （ー 58） 6人

総人口 17,851 人 （ー 112）

世帯数 7,031 世帯（± 0）

平成 29年４月 1日現在



動異事人
員職町 効 率 的 な 行 政 事 務 を 目 指 し て

　平成29年4月1日付で町職員の人事異動を行いました。異動者は66人で定年等退職者は18人。
新採用は行政職 10 人、医療職 11 人の計 21 人です。　

（　）内は前任課と職名

行政職員として新たに採用された職員を紹介します。どうぞ、よろしくお願いします。

髙見　直人
福祉保健課主幹
地域包括支援センター担当

中村　友子
福祉保健課主幹

行　利弘
農林課総括主査

滝田　千笑
総務課主事

佐藤　楓
企画振興課主事

村上　嵩史
教育委員会教育課主事

三浦　姫良倫
福祉保健課主事

白石　凱登
農林課主事

鳥谷部　光貴
建設課技師

【参事・課長級】
参事・総務課長事務取扱（総務課長）佐々木　万　悦
参事・企画振興課長事務取扱（企画振興課長）小　村　一　弘
税務課長（税務課長補佐） 松　坂　　　力
福祉保健課長（総合病院事務局長）服　部　　　勤
建設課長（福祉保健課長補佐） 赤　坂　恵　一
総合病院事務局長（総合病院事務局次長）佐々木　俊　弥
農業委員会事務局長（住民課長補佐）竹　洞　晴　生

【課長補佐級】
浅田支所長（農林課農村整備班長）川　村　　　稔
倉石支所長（建設課土木班長） 三　浦　武　寛
税務課長補佐（建設課都市計画班長）佐々木　正　晴
福祉保健課長補佐（介護保険担当）（教育委員会学校給食センター所長） 髙　嶋　伸　治
福祉保健課長補佐（保健師業務担当）（福祉保健課長補佐・地域包括支援センター担当） 晴　山　正　子
福祉保健課長補佐（地域包括支援センター担当）（福祉保健課主任保健師） 三　浦　洋　子
住民課長補佐（倉石支所長） 高　谷　忠　憲
出納室長補佐（教育委員会教育課長補佐）志　村　　　要
総合病院事務局次長（管理班）（教育委員会課長補佐・スポーツ振興公社事務局長） 小野寺　克　仁
教育委員会教育課長補佐（出納室長補佐）手倉森　　　崇
教育委員会学校給食センター所長（浅田支所長）中　村　弘　幸
教育委員会課長補佐（スポーツ振興公社事務局長）（監査委員事務局監査班長）櫻　井　篤　史

【班長・主幹・総括主査級】
福祉保健課介護保険班長（地域包括支援センター担当）（福祉保健課総括主査・地域包括支援センター担当） 壬　生　　　洋
農林課農林畜産班長（農林課総括主査）下　田　雅　彦
農林課農村整備班長（農林課総括主査）中　里　優　毅
建設課都市計画班長（農林課農林畜産班長）中　村　　　亙
建設課土木班長（建設課総括技査）小笠原　裕　也
出納室出納班長（出納室総括主査）中　里　幸　恵
総合病院管理班長（福祉保健課介護保険班長・地域包括支援センター担当） 志　村　淳　子
監査委員事務局監査班長（教育委員会教育課総務班長）川　村　和　子
教育委員会教育課総務班長（総合病院管理班長）大　沢　直　明
農林課主幹（川内支所主幹） 髙　橋　明　美
総合病院主幹（健診班）（農林課主幹）川　村　悦　子
教育委員会教育課主幹（税務課主幹）服　部　幸　子
教育委員会図書館主幹（教育委員会学校給食センター主幹）松　橋　勇　一
総務課総括主査（総務課主査） 中　山　佳　奈
税務課総括主査（教育委員会図書館主査）土　嶺　幸　代
福祉保健課総括主査（福祉保健課主査）山　邊　公　一
教育委員会教育課総括主査（議会事務局主査）中川原　美智子

【主査級】
総務課主査（福祉保健課主査）武　山　慶　紀
総務課主査（総務課主事） 類　家　和　哉
総務課主査（総務課主事） 栗　橋　孝　征
福祉保健課主査（教育委員会教育課主査）石ヶ森　謹　夫
住民課主査（住民課主事） 川　内　剛　士
農林課主査（総合病院主査） 漆　舘　　　誠
農林課技査（建設課技師） 髙　山　　　学
教育委員会教育課主査（総務課主査）村　田　耕一郎
教育委員会教育課主査（教育委員会教育課主事）横　道　祐　哉

【主事級】
総務課主事（税務課主事） 諏訪内　健　太
倉石支所主事（住民課主事） 田　茂　慧　祐
企画振興課地方創生推進室主事（総務課主事）鳥　越　由姫子
税務課主事（企画振興課主事）河　目　直　哉
税務課主事（農林課主事） 苫米地　勇　希
福祉保健課主事（福祉保健課主事）（地域包括支援センター担当）石　亀　沙　織
住民課主事（教育委員会教育課主事）加　藤　　　英
農林課主事（教育委員会教育課主事）鳥　井　優　樹
建設課主事（農林課主事） 山　中　真　也
総合病院主事（税務課主事） 竹　井　啓　介

【技能職】
出納室技能主事（総合病院技能主事・健診班）秋　元　敦　子

【医療職】
総合病院医療局長（総合病院医療局長兼医療技術局長）深　瀬　栄　一
総合病院医療技術局長（総合病院薬剤長）若田部　　　修
総合病院技師長（総合病院副技師長）山　本　　　均
総合病院副技師長（総合病院主任技師）寺　澤　博　幸
総合病院技師（２級格付け）（総合病院技師）前　澤　るみ子
総合病院技師（２級格付け）（総合病院技師）柿　沼　雄　太
総合病院技師（２級格付け）（総合病院技師）蛯　名　史　穂
総合病院看護師長（総合病院副看護師長）白　坂　由紀子
総合病院副看護師長（総合病院主任看護師）佐々木　敦　子
総合病院主任看護師（総合病院看護師）新　谷　由美子

【再任用】
行政職
川内支所総括主査 平　野　泰　雄
川内支所総括主査 鈴　木　裕　之
倉石支所総括主査 齊　藤　武　美
教育委員会学校給食センター総括主査 金　子　尚　弘
浅田支所主査 苫米地　恭　子
税務課主査 山　田　優　伸
総合病院主査（健診班） 向　山　理都子
医療職
福祉保健課保健師（２級格付け）中　野　温　子
総合病院技師（２級格付け）健診センター担当 門　馬　道　子
総合病院主任看護師（３級格付け）和　田　弘　子
総合病院看護師（２級格付け）木　村　りつ子
総合病院看護師（２級格付け）舘　林　美栄子
総合病院看護師（２級格付け）野　村　佐知子
総合病院看護師（２級格付け）三　浦　宮　子
総合病院助産師（２級格付け）髙　松　真由美
総合病院看護師（２級格付け）太　田　今　子
総合病院看護師（２級格付け）山　下　智鶴子

【新採用】
行政職
福祉保健課主幹（地域包括支援センター担当）（三戸郡福祉事務組合より） 髙　見　直　人
福祉保健課主幹（三戸郡福祉事務組合より）中　村　友　子
農林課総括主査（三戸郡福祉事務組合より）行　　　利　弘
総務課主事 滝　田　千　笑
企画振興課主事 佐　藤　　　楓
教育委員会教育課主事 村　上　嵩　史
福祉保健課主事 三　浦　姫良倫
農林課主事 白　石　凱　登
建設課技師 鳥谷部　光　貴
総合病院主事（社会福祉士） 上　野　憲　明
医療職
総合病院栄養士 佐々木　由　美
綜合病院技師（言語聴覚士） 戸　崎　大　和
総合病院技師（臨床検査技師）平　尾　　　唯
総合病院助産師 長　嶺　弥　空
総合病院看護師 巴　　　美智子
総合病院看護師 菅　原　祐　子
総合病院看護師 豊　川　有　紗
総合病院看護師 堀　　　菜　摘
総合病院看護師 三　浦　花　凜
総合病院看護師 笠　石　千　穂
総合病院看護師 外　川　沙也佳

【退職】（平成 29 年 3 月 31 日付）
【定年退職】
行政職
金　子　尚　弘 （ 税 務 課 長 ）
鈴　木　裕　之 （福祉保健課長）
山　下　　　淳 （ 建 設 課 長 ）
齊　藤　武　美 （農業委員会事務局長）
中　野　温　子 （福祉保健課長補佐）
苫米地　恭　子 （浅田支所主幹）
医療職
川　﨑　　　禎 （総合病院放射線科技師長）
瀬　川　明　由 （総合病院臨床検査科技師長）
木　村　りつ子 （総合病院副総看護師長）
三　浦　宮　子 （総合病院看護師長）
太　田　今　子 （総合病院副看護師長）
山　下　智鶴子 （総合病院主任看護師）
小　関　百合子 （総合病院准看護師）
【早期退職】
行政職
松　坂　君　江 （出納室出納班長）
【再任用任期満了】
医療職
木　村　重　人 （福祉保健課技師・地域包括支援センター担当）
小　渡　三千子 （総合病院看護師・健診センター担当）
三　浦　友　子 （総合病院看護師）
巴　　　愛　子 （総合病院准看護師）

【任用期間更新】（平成 30 年 3 月 31 日まで）
総合病院特別参事（健診センター所長兼務）井戸川　敏　彦



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

日 記念日等 行事等

17 水

18 木
● とことん元気教室（石沢地区）  9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

19 金 食育の日
● トコトコ教室（旧町内地区）

 9：30 ～ 11：30
五戸町立公民館

13：30 ～ 15：30
2歳6か月児健康相談（平成26年10月・11月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

20 土

21 日

22 月
● とことん元気教室（中市地区）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室
麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

23 火 キスの日 ● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館　児童室

24 水 4 か月児健康診査（平成 29 年 1 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

25 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

26 金
● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター

● とことん元気教室（又重地区）  9：30 ～ 11：30 倉石温泉

27 土 百人一首の日

28 日

29 月 こんにゃくの日
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

30 火

31 水

今月の納期

納期限 5 月 31 日（水）

固定資産税 第 1 期

軽自動車税 全　 期

第59回こどもの読書週間　「小さな本の大きなせかい」　4月23日～5月12日（休館日を除く）
○ようこそ、マンガ・アニメワールド！
　普段本棚に並んでいないコミックを館内で読むことができます。
○図書館で、ウォーリーをさがせ！（小さいこども向き）
　児童コーナーのパネルの中からウォーリーを探そう。
○昨年度のベストリーダーを紹介
○クイズラリー
○特別おはなし会　「箏と尺八と語り」
　５月７日（日）１３：００～１３：３０　エントランスホールにて
　箏：鈴木操良慈氏　　尺八：高橋巧山氏　　語り：櫻井潤子氏

問図書館　　☎61－1040



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。

2 0 1 7 年

平成29年度
5 月

日 記念日等 行事等

1 月 県民交通安全の日 Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

2 火

3 水 憲法記念日

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

6 土

7 日 特別おはなし会 13：00 ～ 13：30 図書館

8 月
● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室
四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

9 火 アイスクリームの日 ● 行政相談  9：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

10 水 1歳6か月児健康診査（平成27年10・11月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

11 木
● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 12：00 地区巡回
● まち・カフェ 10：00 ～ 12：00 五戸総合病院
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

12 金
● トコトコ教室（川内地区）  9：30 ～ 11：30 瑞穂館

10 か月児健康相談（平成 28 年 6・7 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター
● 昭和ノスタルジアコンサート 18：30 開場 町立公民館

13 土

14 日

15 月 高齢者交通安全の日 ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

16 火

町立公民館からのお知らせ
「昭和ノスタルジア」コンサート　五戸町公演

　2009 年に札幌市で旗揚げした北海道歌旅座によるコンサートです。
懐かしい昭和の流行歌の数々を披露する 2 時間、2 部構成のステージ。
同座のメインシンガーの JUNCO さん、バイオリン奏者の高杉奈梨子さん、
ダンスコーラス隊のザ・サーモンズが出演します。
■日時：5 月 12 日（金）19：00 ～ 21：00
■場所：町立公民館　大ホール
■入場料：一般 2,000 円（当日は 500 円増）　中高生 500 円

平成29年度公民館講座受講生募集

■申込み期間
5 月 9 日（火）～ 5 月 16 日（火）
　詳細は、五戸町立公民館報 

「おんこ 4 月号」をご覧ください。

■問い合わせ先：町立公民館　☎ 62 － 5111



2 0 1 7 年

平成29年度
6 月

行政相談をご利用ください
　総務省は、本町の行政相談委員に大西眞一氏（下モ沢向）と手倉森鈴子氏（中市）
を平成２９年４月１日付けで委嘱しております。任期は２年間です。
　行政相談委員は、私たちの日常生活で行政が行う仕事についての苦情や意見・要望
があったとき、解決のための助言を行うなどの役割を担っています。
　相談は無料で、口頭や電話、手紙でも結構です。秘密は厳守しますのでお気軽に
ご利用ください。
　定例相談日は、基本的に毎月第２火曜日が倉石コミュニティセンター、毎月第４
火曜日が公民館児童室です。「行事カレンダー」 をご覧ください。

日 記念日等 行事等

1 木 県民交通安全の日 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

2 金 ● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

3 土

4 日 虫の日

5 月 Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

6 火 ● 特設人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

7 水 四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

8 木
● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 12：00 地区巡回
● まち・カフェ 10：00 ～ 12：00 五戸総合病院
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

9 金 ネッシーの日 ● トコトコ教室（旧町内地区）
 9：30 ～ 11：30

五戸町立公民館
13：30 ～ 15：00

10 土

11 日 おはなし会 10：30 ～ 11：15 図書館

12 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

13 火 FM の日
● 暮らしの相談会 10：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

● 行政相談 13：00 ～ 16：00 倉石コミュニティセンター

14 水

15 木 高齢者交通安全の日 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

16 金 ケーブルテレビの日
● トコトコ教室（川内地区）  9：30 ～ 11：30 瑞穂館

6 か月児健康相談（平成 28 年 10 月・11 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター


